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後漢r説文解字』 x 魚臭 X
六朝『玉篇』原 魚名 魚貝臭 〉〈
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　四ﾎ月ﾕ状@返??? ??》? ??．???
表一一一『庭訓往來』各テキストにおける
　　サケ表記の宇形表
代表が南北朝時代の玄慧法師作とされる『庭訓
往來』であり、室町時代からの爲本が多敷存在
する。一月から十二月まで毎月一度往來した、
各十二通の往復書簡中、四月の返信状には諸國
の名産品を記す中に、
　　越後盛引、隠岐胞周防鯖…松浦鰯夷鮭…
とエゾのサケが畢げられ、五月の返信状には調
理品の名を列畢する中に、
　　鮎白干、鱒楚割、鮭盟引、鰺鮨、鯖盛漬…。
サケのシオビキとある。『庭訓往來』には、膨大
な数の古爲本、刊本があることが知られている
が、表一「庭訓往來各テキストにおけるサケ表
記の字形表」は、室町時代から江戸時代までの
5種の爲本・刊本に依って、鮭字を一覧にした
ものである。Aは、経畳が室町時代中期（1473
以前）に書いたとされる『庭訓往來』爲本、B
は天正7年（1579）建部賢文筆『庭訓往來』の寛
永18年（1641）刊本、Cは刊行者不明の『庭
訓往來』寛永5年（1628）刊本、Dは『庭訓往
來註』の最古の傳本の爲本で、室町時代末期の
書とされる。Eは『庭訓往來抄』寛永8年（1631）
刊本である2s。表の字形からわかるように、『庭
訓往來』、『庭訓往來註』の各テキストでは、草
書膿に近いくずし方をしているBやC、楷書膿
のDやEなど、書睡は様々であるが、字形を比
較すると、いずれも鮭字が用いられていること
がわかる。また、Eの『庭訓往來註』には．鮭
字に注して、「唐の鮭は別なり」と記し、わざわ
ざ漢語の鮭は別生物であることを注記している。
　また、『庭訓往來』には、内容的に藤原明衡
（989－1066）の『新猿樂記』を吸収するところが
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あるという指摘がある29。實際、『新猿樂記』の
「四郎1君、受領郎等」において緒國の名産品と
して「越後の鮭又漆1と配される箇所がある。
『新猿樂記』の萬延元年（1860）篇本を見ると、
この箇所でも鮭宇を用いていることが確誌でき、
衷記の用字は『庭訓往來』と同じ鮭宇であるこ
とがわかる3e。
　以上、資料を4群に分けて検討した結果は、
次のように縮括できよう。鮭字を用いた表記と
粧宇を用いた表記は『新撰字鏡』『倭名類聚抄』
という、上代を代衰する字書からすでに拉行し
て現れていた。『倭名類聚抄』は鮭字に封して鮭
字が正字であることを主張し、これが江戸時代
の本草書や一部の僻書等に踏襲された。僻書以
外の“般書にっいては、『常陸國風土記』、『延喜
式』という、奈良平安朝の資料では鮭字と鮭字
が拉行して現れる例もあるが、物語や往來物と
いった室町時代以降の資料では表記に用いられ
ていたのは主として鮭宇だったようである。
三　近現代の中國、日本におけるsalmonを表記
する文宇について
　以下では、視鮎を憂えて、近現代の日中雨國
におけるsalmo皿の課語を基鮎として、問題の
整理を試みた。16世紀末以降、キリスト教の普
及が東アジアへと拡がるにっれ、英國人宣教師
がキリスト教布教のために中國語を習得するこ
とを目的として、いくつかの英漢字典が編まれ
るようになった。これまでは、中國と日本の文
獣資料で、それぞれに鮭と鮭と鯉の出現状況や
用例を検言登してきたが、以下では、これまで別
箇に検討してきた事例をつき合わせるために、
19世紀以降の中國で、salrnonという言葉が何
という漢語に謬されているか、いくつかの辞典
を照らし合わせて検詮してみることとする（表
二「近現代の日中雨國におけるsalmonの課
語」）。
　①モリソン（R。bert・M。rris。n；馬禮遜）の『華
英字典』（ADictienary　of　the　Chinese
La皿guage）は、全3部のうち、第1部が部首
引きの『字典』（1815年）s第2部が音引きの
『五車韻譜』（18工9・20年）、第3部が『英漢僻
典』（1822・23年）、という大部の辞書である。
表二
近現代の日中雨國におけるsalmonの諦語
19世紀の中國で編まれた初の本格的な僻書と
され、中國語近代語彙研究において出装黙とな
る資料である。そして、②ロブシャイド
（Wilhelln　Lob8chied羅布存徳）の『英華字典』
（English　and　Chinese　Dictionary）は19世紀
に数多く編まれた英漢辞典の一つの到達鮎とし
て、高く評価されている31。これらの僻典では、
salmonに樹して、モリソンは「鯛絨魚」、ロブ
シャイドは「狗吐魚」「錦鱗趣」「馬友」「馬母」
とあり、「鵬餓魚」と「馬友」は同一來源の可能
性があるが、明らかに一定の謬語が定まってお
らず、「鮭」「鯉」は言うに及ばず、「鮭」は用い
られていない32。あるいは方言的な要因が、彼
らの採集した中國語の語彙に影響を與えている
のかもしれない33。時を同じくして、明治大正
期の日本で数多く刊行された『哲學字彙』（井上
哲次郎編、1881年〉の如き專門用語の英語劃L課
語彙集は、當時の中國語に借用され近代中國語
の語彙形成に大きな影響を與えたがS4、このう
ち、明治初期1884年に岩川友太郎によって集
英堂より刊行された③『生物學語彙』
（Biological　Vocabulary　i皿English，　Lati皿and
Japa皿ese）を見てみると、アルファベット順に
配列された動植物名の、sa王monの項には、「鮭」
と「佐介」の二語を以てする。④黄士復・江鉄
主編の『綜合英漢大辞典』は1928年に初版が
刊行された、中國人によりなる英漢辞典である
が、ここでは、岩川語彙と岡じく、salmonの繋
課は、「鮭」とそこから派生する色彩名称「鮭色、
蒲色」を充てる。所謂サーモンピンクであろう。
これ以降、中國の辞書類では、「鮭」がsal皿OI1
の用字として定着して現代に至っている35。
　なお、日本では、明治から昭和初年にかけて
の辟書では、『日本百科大辞典』、『大言海』は見
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出し字に「鮭・鮭」二字を併記しているが、『日
本百科大辞典』の記載内容には「鮭のグリル」
「盟鮭」など、專ら鮭字が用いられており、こ
れが實生活の反映であったのだろうと推測され
る36。前出の『生物贔語彙』にも、講語として
鮭、佐介の2語が配されている。鮭ではなく鮭
字が用いられており、明治以降は鮭字が一般化
したというべきであることがわかる。鮭を本字
として使用する習慣は、江戸時代の字書および
本草關係の書物で途絶えたといってよい。
　以上、中國の英漢辞典と日本の英秘辞典にお
けるsalmonの封謬語を追うことによって、現
在日中雨國で定着している「鮭」は、近代にお
ける日本から中國への用字の借用であるとの確
信を得た。
おわりに
　事物の名前、ことに動植物の名がそうである
が、實際のモノと名前の結びつきが、同じ漢宇
を共有する日本と中國で別のものを指すことが
往々にしてある。事物異名と同文異解という語
を用いれば、「鮭」がフグとサケを表すのは、同
文異解の一例といえよう。
　中國で20世紀に至って、サケが鮭となった、
即ち鮭宇を用いてサケを表すようになったこと
についての、一つの偶説を提示したい。中國に
おけるサケの主たる生息地は、黒龍江およびウ
スリー河流域一帯で、當地を湖上するサケは中
國語で「大巧袷重」と稻され、黒龍江省を代表
する名産品のひとっとして大いに珍重されてい
るが37、そもそもf鮭」が用いられるようになっ
た20世紀初めというのは、日清戦争後、
日本人が大量に申國東北地方に流入するように
なった時期である。彼の地の名産品であるサケ
を、日本人は鮭字を以て表記したであろうこと
は、想像に難くない。こうしたことがきっかけ
となって鮭宇を用いるのが定着していったとは
考えられないだろうか。換言すれば、漢字とい
う共通の文宇髄系を有する日本と中國の間で、
用字っまり文字の使い方にっいて、日本から中
國への借用がおこった一例であり、言語接触に
おける語彙借用loan　wordに類する現象といえ
よう。
　また、そもそも上古の日本語でサケを鮭とし
たのはなぜかという問題が依然として残る。こ
れはあくまで假説にすぎないが、『山海経』にあ
る赤鮭の語と、サケの魚肉の赤色であることか
らの連想によって、赤鮭の鮭宇を、日本でのサ
ケ（佐介）の漢字に當てたとは考えられないか
ということを記して、本稿の締め括りとしたい。
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